
９
月

18

日
、
県
本
部
は

『
労
働
学
校
（
１
日
目
）
』

を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
開
催
、

12

単
組

23人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
講
義
「

21人
事
院
勧

告
の
問
題
点
と
課
題
」
と
題

し
自
治
労
連
本
部
の
嶋
林
弘

一
中
央
執
行
委
員
を
講
師
に

学
び
ま
し
た
。
嶋
林
さ
ん
は

「
そ
も
そ
も
人
事
院
勧
告
と

は
」
の
基
本
か
ら
話
し
、

「
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償

機
関
な
の
に
給
与
を
下
げ
ろ

と
言
う
の
か
」
と
指
摘
。
ま

た
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
つ

い
て
も
「
平
均
給
与
月
額
に

は
地
方
公
務
員
に
は
関
係
な

い
も
の
も
あ
る
」
「
人
事
院

の
生
計
費
調
査
は
で
た
ら
め
」

「
国
の
非
常
勤
職
員
に
は
勤

勉
手
当
も
支
給
さ
れ
て
お
り
、

会
計
年
度
職
員
の
一
時
金
減

額
は
許
さ
れ
な
い
、
ま
た
は

年
収
ベ
ー
ス
で
下
が
ら
な
い

よ
う
期
末
手
当
下
げ
る
な
ら

月
例
給
改
善
が
必
要
」
「
不

妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
の
新

設
、
妊
娠
・
出
産
等
の
休
暇

と
い
っ
た
『
社
会
の
要
請
』

の
あ
る
課
題
で
は
遠
慮
な
く

地
方
が
先
行
し
制
度
化
を
」

「
病
気
に
常
勤
も
非
常
勤
も

な
く
、
私
傷
病
休
暇
は
有
給

で
当
然
」
「
長
時
間
労
働
の

是
正
で
の
『
要
員
確
保
』
報

告
は
地
方
自
治
体
で
も
活
用

を
」
「
人
事
院
勧
告
に
依
拠

せ
ず
、
乗
り
越
え
る
運
動
を

す
す
め
よ
う
」
な
ど
、
時
に

怒
り
を
関
西
弁
で
表
し
、
ツ
ッ

コ
ミ
も
い
れ
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
二
講
義
の
「
賃
金
実
態

調
査
か
ら
見
た
各
単
組
の
課

題
」
は
、
県
本
部
森
賀
俊
二

副
執
行
委
員
長
を
講
師
に
、

出
身
の
新
居
浜
市
の
給
料
表

な
ど
を
例
に
給
与
制
度
の
し

く
み
に
つ
い
て
説
明
。
県
内

単
組
の
賃
金
集
計
表
の
調
査

結
果
を
も
と
に
比
較
を
行
い

な
が
ら
、
各
単
組
の
賃
金
課

題
を
整
理
し
、
賃
金
改
善
に

向
け
た
要
求
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
し
た
。
比
較
表
を
も

と
に
し
て
単
組
課
題
を
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、
各
単
組
で

こ
の
秋
季
年
末
に
と
り
く
む

課
題
を
確
認
し
、
賃
金
改
善

の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
な
ど
も
意
見
を
出
し
あ

い
ま
し
た
。

身
に
な
る
労
働
学
校
１
日

目
と
な
り
、
２
日
目
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

９
月

21日
、
愛
媛
労
連
と

愛
媛
県
公
務
員
共
闘
会
議

（
自
治
労
連
・
県
教
組
・
県

国
公
）
は
、
県
人
事
委
員
会

に
対
し
て
「

21年
度
県
人
事

委
員
会
勧
告
へ
の
要
請
」

「
定
年
引
上
げ
に
関
す
る
要

請
」
を
行
い
、
公
務
員
共
闘

の
加
藤
議
長
、
愛
媛
労
連
烏

谷
事
務
局
長
な
ど
５
人
が
参

加
。
要
請
書
と
集
め
た
要
請

署
名
（
団
体

66・
個
人
８
３

６
筆
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

県
人
事
委
員
会
は
２
人
が
対

応
。
※
●
県
人
事
委
員
会
、

○
公
務
員
共
闘
の
発
言
（
一

部
抜
粋
）
。
〔
職
員
平
均
年

齢
〕
○
国
勧
告
で
本
俸
は
国

家
公
務
員
の
若
年
化
で
結
果

的
に
官
民
格
差
が
な
い
状
況
、

県
は
ど
う
か
。
●
精
査
中
だ

が
若
返
っ
て
お
り
、
平
均
給

与
が
下
が
る
方
向
。
〔
期
末

手
当
削
減
〕
○
会
計
年
度
職

員
に
は
期
末
手
当
し
か
支
給

さ
れ
な
い
。
限
ら
れ
た
任
期

で
不
利
益
変
更
が
い
い
の
か
。

少
な
く
と
も
一
時
金
の
変
更

は
な
い
よ
う
に
。
○
今
後
景

気
が
上
向
き
に
な
り
、
プ
ラ

ス
勧
告
と
な
っ
た
際
に
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。
●
県
人

事
委
員
会
で
も
調
査
研
究
し

た
い
。
〔
人
材
確
保
の
環
境
〕

●
国
が
出
産
・
育
児
に
関
す

る
休
業
休
暇
制
度
の
改
正
、

不
妊
治
療
休
暇
の
新
設
を
見

込
ん
で
お
り
、
適
切
な
対
応

が
必
要
。
〔
定
年
引
上
げ
〕

●
国
か
ら
具
体
的
に
は
示
さ

れ
て
お
ら
ず
決
ま
っ
て
い
な

い
。
○
現
状
再
任
用
制
度
で

も
教
員
は
現
役
時
と
同
じ
仕

事
。
せ
め
て
職
務
職
責
に
応

じ
た
給
料
の
検
討
を
。
〔
会

計
年
度
職
員
〕
●
各
任
命
権

者
で
適
切
な
処
遇
が
行
わ
れ

て
い
る
と
認
識
。
○
正
規
同

様
の
病
休
の
日
数
と
有
給
化

の
要
望
が
強
く
勧
告
等
で
触

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
〔
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
〕
○
コ
ロ
ナ
禍

で
住
民
か
ら
か
な
り
厳
し
い

指
摘
・
要
望
を
職
員
が
受
け

止
め
て
い
る
。
こ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
ど
う
す
る
の
か
。

●
言
わ
れ
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
人
事
委
員
会
と
し
て
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
業
務
に

起
因
す
る
た
め
任
命
権
者
に

検
討
い
た
だ
く
も
の
。

（１） 第５３７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 １０月２０日

第 ５３７ 号

日 程

【10月】

19 県本部統一要求提出

（～21）

23 コロナ何でも電話相談会

27 県市長会長要請

今治市職定期大会

28 県町村会長要請

松山労連定期大会

29 本部全国代表者会議

30 女性部幹事会

【11月】

７ 地方自治研究愛媛県集会

（西条）

13 津島吉田病院局労組定期

大会

全労連四国働くものの学

習交流集会（高知・web）

日本母親大会in沖縄

15 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請

27 四国ブロック総会・事前

会議（徳島）

28 四国ブロック・共済学校

（徳島）

【12月】

11 県本部拡大執行委員会

12 女性部定期大会

10月６日、愛媛県人事委員会は県知事と県議会に対し、「公民較差極めて小さく給料表・諸手当の改定なし」「期末手当の

支給割合を0.15月分引下げ」などの勧告を行いました。また「人材の確保・育成」「仕事と家庭生活の両立支援」「超過勤務

の縮減」などについての報告も行われました。

■「給与勧告」○月例給 … 給料表・諸手当は改定なし。民間を47円下回るが、公民較差が極めて小さいため。

●特別給 … 年間0.15月分《期末手当引き下げ》（国勧告同様） → 民間4.28月・公務4.45月

◆人 材 の 確 保 ・ 育 成 … 人材確保へ学生等の考え方の変化を捉え、県職員の仕事の魅力ややりがいのほか、働きや

すい職場環境を情報発信。時代に即した採用試験制度など検討し、受験者確保にとりくむ。

◆仕事と家庭生活の両立支援 … 今年６月育児休業取得促進の法整備、人事院の育児休業制度も同様の法整備をの意見申出

があった。男性職員の育児参加とりくみ強化、不妊治療の休暇制度創設等も検討進める。

◆超 過 勤 務 の 縮 減 … 人事委員会規則で定める上限を超えて長時間労働を命じられる職員も見受けられる。超勤

要因の分析・検証し、結果等を踏まえ、引き続き超勤縮減の実効性あるとりくみが必要。

〔県職員と民間企業との初任給比較〕（県人事委員会資料より）

2020.4【大卒】民間198,719円・県職員189,643円（較差9,076円）【高卒】民間167,975円・県職員155,674円（較差12,301円）

2021.4【大卒】民間191,086円・県職員189,643円（較差1,443円）【高卒】民間164,542円・県職員155,674円（較差 8,868円）



宇
和
島
市
職
は
９
月

28日

執
行
委
員
会
を
開
催
し
８
人

が
参
加
。
県
本
部
執
行
委
員

会
で
話
さ
れ
た
他
市
町
の
と

り
く
み
や
課
題
な
ど
を
紹
介

し
、
特
に
今
治
で
の
「
頑
張
っ

て
い
る
職
員
へ

12月
勤
勉
手

当
の
加
算
」
提
案
に
触
れ
、

加
算
は
否
定
し
な
い
が
、
明

確
な
基
準
が
な
く
所
属
長
の

判
断
の
み
で
加
算
の
職
員
が

選
別
さ
れ
、
公
平
な
評
価
が

で
き
て
い
る
か
疑
問
、
そ
も

そ
も
現
行
の
制
度
で
評
価
で

き
な
い
の
か
、
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
ま
た
県
本
部
労
働

学
校
へ
参
加
し
た
黒
井
副
委

員
長
か
ら
「
県
本
部
労
働
学

校
で
は
、
他
市
町
の
初
任
給

や
昇
格
基
準
が
わ
か
っ
た
。

宇
和
島
も
昇
給
基
準
は
他
市

並
み
だ
が
ラ
ス
は
低
い
。

10

月
労
働
学
校
も
参
加
予
定
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
、
西
条
市
で

の
県
自
治
研
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
９
月

30日

執
行
委
員
会
を
開
催
し

16人

が
参
加
。
久
し
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
執
行
委
員
会
の
冒

頭
、
県
本
部
高
尾
委
員
長
が

西
予
市
が
導
入
検
討
し
て
い

る
「
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｘ
」
の

課
題
と
リ
ス
ク
を
報
告
し
、

出
席
者
か
ら
「
こ
れ
ま
で
見

え
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
課

題
が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
季
要

求
回
答
で
は
、
介
護
職
の
処

遇
改
善
や
日
直
業
務
の
回
答

へ
の
不
満
が
続
出
し
秋
季
年

末
要
求
で
も
継
続
交
渉
を
確

認
し
、
職
場
集
会
は
今
年
も

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
決
定
。

ま
た
県
本
部
労
働
学
校
へ
参

加
し
た
柿
原
委
員
長
が
、
西

予
市
給
与
の
現
状
に
つ
い
て
、

昇
給
・
昇
格
の
県
内
比
較
な

ど
詳
細
に
説
明
し
、
西
予
市

の
昇
格
の
遅
さ
を
当
局
へ
訴

え
昇
格
基
準
改
善
に
つ
な
げ

た
い
と
報
告
。
組
合
員
の
声

を
集
め
、
要
求
実
現
へ
の
奮

闘
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
９
月

18

日
、
幹
事
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用

で
開
催
、
５
単
組
６
人
が
参

加
。
は
じ
め
に

21人
勧
を
学

習
。
続
い
て
今
年
度
の
活
動

の
日
程
と
内
容
、
重
点
を
確

認
。
県
自
治
研
青
年
講
座
の

テ
ー
マ
で
は
、
「
デ
ジ
タ
ル

化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
」
を
話
し
合
う
こ
と
に
決

定
。
各
単
組
か
ら
の
事
例
報

告
を
行
い
、
班
ご
と
に
わ
か

れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
予
定
で
す
。
延
期
の
青
プ

ロ
四
国
プ
レ
企
画
の
開
催
に

つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
の
準
備

な
ど
も
考
え
て
も
や
り
き
り

た
い
」
と
い
う
意
見
が
全
員

か
ら
出
さ
れ
、
ｗ
ｅ
ｂ
参
加

を
増
や
し
て
も
実
施
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

７
～
８
月
初
旬
ま
で
恒
例
の

「
婦
人
部
年
代
別
懇
談
会
」

を
実
施
。
本
庁
女
性
組
合
員

を
採
用
年
度
ご
と
に
区
切
り
、

全
体
で
１
０
５
人
が
参
加
。

今
年
は
、
①
婦
人
部
要
求
書

（
人
員
問
題
・
子
の
看
護
休

暇
・
育
児
部
分
休
業
な
ど
）
、

②
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
、

③
育
休
代
替
正
規
配
置
、
④

初
任
給
問
題
、
⑤
定
年
引
上

げ
、
の
資
料
を
説
明
し
、
参

加
者
か
ら
職
場
の
み
な
ら
ず

家
庭
の
話
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
や
療
養
施
設
な

ど
の
応
援
勤
務
の
た
め
、
ど

の
職
場
も
人
員
不
足
の
ひ
っ

迫
し
た
状
況
の
中
、
職
場
内

で
部
下
は
上
司
を
上
司
は
部

下
を
思
い
、
気
遣
う
声
を
多

く
聞
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
９
月

15日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
５
人

が
参
加
。
副
市
長
通
知
「

12

月
勤
勉
手
当
成
績
率
へ
の
加

算
」
の
問
題
点
と
今
後
の
要

求
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
通
知
で
は
、
人
事
考

課
制
度
で
は
な
く
今
年
度
の

み
「
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た

職
員
の

12月
勤
勉
手
当
へ
予

算
の
範
囲
内
で
０
・

04月
分

加
算
」
の
内
容
で
、
組
合
は

「
一
時
金
へ
の
加
算
は
賛
成

だ
が
、
特
定
職
員
（
顕
著
な

業
績
を
収
め
た
職
員
）
の
み

の
反
映
は
人
事
評
価
と
の
二

重
評
価
で
あ
り
反
対
」
と
意

見
表
明
を
行
い
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
職
員
一
丸
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
、
加
算
す
る
な
ら
全

職
員
へ
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

組
合
の
人
事
考
課
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
制
度
へ
の
不
公
平

感
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
昇
給
・

一
時
金
に
結
果
の
反
映
中
止

も
求
め
て
い
ま
す
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
９
月

13日
、
執
行
委
員
会
を
開
催

し
６
人
が
参
加
。
は
じ
め
に

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
の

看
護
師
の
夜
勤
配
置
に
つ
い

て
の
「
労
使
協
定
」
締
結
が

報
告
さ
れ
、
協
定
書
に
は
組

合
が
提
案
し
た
「
採
用
時
ま

た
は
更
新
時
に
本
人
の
申
し

出
が
前
提
」
が
盛
り
込
ま
れ
、

佐
野
委
員
長
か
ら
「
夜
勤
強

要
で
意
図
し
な
い
勤
務
シ
フ

ト
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
提
案
し
た
内
容
が
ほ
ほ

原
案
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
あ
と
は

運
用
を
見
な
が
ら
再
要
求
し

た
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
コ
ロ
ナ
患
者
対
応
な
ど
で

医
療
職
場
の
労
働
時
間
増
大

か
ら
の

36協
定
上
限
に
、
当

局
が
労
基
法

33条
の
例
外
適

用
を
労
基
署
に
申
請
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
保
健
師
の
業
務
は
よ
り

複
雑
化
し
て
い
る
中
で
の
こ

と
で
少
し
悲
し
か
っ
た
で
す
。

全
国
的
に
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
せ
め
て
基
本
給
の
低
い

若
者
に
対
し
て
は
考
慮
し
て

ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
岡
嶋
）

■
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
が
着
々

と
始
ま
り
、

10月
私
も
接
種

の
予
約
を
し
ま
し
た
。
副
反

応
等
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

が
…
一
日
も
早
い
収
束
を
願

い
ま
す
。

（
伊
予
・
篠
原
）

■
涼
し
く
な
り
朝
が
起
き
れ

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
冬
眠
し
た
い
で
す
。

（
今
治
・
野
尻
）

■
自
身
含
め
、
私
の
周
り
は

「
食
欲
の
秋
」
な
人
が
非
常

に
多
い
で
す
。
夏
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
皆
で
焼
肉
を
し
た
い
と

い
う
の
が
最
近
の
話
題
。
外

出
自
粛
で
貯
金
す
る
余
裕
が

で
き
た
か
ら
、
次
の
機
会
で

は
普
段
よ
り
も
豪
華
な
お
店

に
行
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
「
出
掛
け
る
楽
し
み
」

は
難
し
く
て
も
「
予
定
を
立

て
る
楽
し
み
」
は
ま
だ
ま
だ

大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
大
学
生
の
子
ど
も
は
夏
休

み
で
し
た
が
帰
省
を
自
粛
さ

せ
ま
し
た
。

（
宇
和
島
・
岡
崎
）

■
「
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
す

ぐ
に
歌
の
フ
レ
ー
ズ
を
モ
ノ

マ
ネ
風
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま

い
、
最
後
ま
で
歌
い
１
人
満

足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３７号

２０２１年 １０月２０日

■
５
３
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
」

で
し
た
。
正
解
は

12通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

岡
嶋
ひ
か
る
（
新
居
浜
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

松
浦
拳
汰
（
新
居
浜
）

武
智

徹
（
東

温
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

11月

27日
【
発

表
】
５
３
９
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①多くの発明を生み出す、またはエジソン

④熱い食べ物を口にできないこと

⑦文書・書画などの裏面に文字を書くこと

⑧江戸中期の浄瑠璃・歌舞伎作者。

○○○○門左衛門

⑨美術品などの模写・複製。名画の○○○○

【タテのカギ】

①○○○○○○は馬でも越すが越すに

越されぬ大井川

②1868～1912年に誕生した人

③に○○、いき○○、○○ろけ

⑤航空機などの乗り降りに使うはしご段

⑥公の機関に申請出さず許可を得ていない。

○○○○営業

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
８

文
字
で

、

い
つ
に
な
れ

ば
行
け

る
？
に
し

て
下
さ

い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


